
上下水道事業告示第２０号

向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱を次のように定めます。

令和２年４月１日

向日市長 安 田 守

向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、雨水の流出抑制及び資源の有効利用を図るた

め、雨水貯留施設を設置する者に対し、予算の範囲内において向

日市雨水貯留施設設置助成金（以下「助成金」という。）を交付

することに関し、向日市補助金等交付規則（平成２０年規則第９

号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この要綱において、「雨水貯留施設」とは、建物の雨どい

から雨水を貯留するために当該建物の敷地内に設置する貯留量が

８０リットル以上の貯留槽及びその附属設備であつて、本市が別

に定める基準に適合するものをいう。

（対象者）

第３条 助成金の交付を受けることができる者は、次のいずれにも

該当する者とする。

(1) 本市に住宅、事業所等の建物（建築中及び建築確認書等によ

り建築が確実なものを含む。以下同じ。）を所有する（所有す

ることが確実な場合を含む。）個人若しくは法人又は当該建物

を所有者の同意を得て使用する者

(2) 市税、水道料金及び下水道使用料の滞納がないこと。

(3) 向日市暴力団排除条例（平成２４年条例第２４号）第２条第



４号に掲げる暴力団員等でないこと。

(4) 他の補助制度を利用して建物を整備する者で、当該補助制度

に基づき建物とともに雨水貯留施設を設置するものでないこと。

（対象経費及び助成金額）

第４条 助成金の交付の対象となる経費は、雨水貯留施設（一の建

物につき２基以内とする。）の購入に要する経費（設置工事費を

除き、送料並びに消費税及び地方消費税相当額を含む。）とする。

２ 助成金額は、前項に規定する対象経費の４分の３とし、４５，

０００円を限度とする。

３ 前項の助成金額に１，０００円未満の端数が生じたときは、こ

れを切り捨てるものとする。

４ 第１項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場

合は、助成金を交付しない。

(1) 交付決定通知を受ける前に雨水貯留施設を設置した場合

(2) 展示又は販売を目的とする場合

（交付申請）

第５条 助成金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）

は、向日市雨水貯留施設設置助成金交付申請書（様式第１号）に

次に掲げる書類を添えて、設置前に下水道事業の管理者の権限を

行う市長（以下「管理者」という。）に提出しなければならない。

(1) 建物の所有者を確認できる書類

(2) 建物の位置図

(3) 建物の配置図に雨水貯留施設の設置予定箇所を示した図面又

は写真

(4) 対象経費の額を確認できる書類（見積書、カタログ等）

(5) 申請者が建物の所有者でない場合は、所有者の同意書

(6) 前各号に掲げるもののほか、管理者が必要と認める書類

（審査及び交付決定）

第６条 管理者は、前条の申請があつたときは、その内容を審査し、

必要に応じて現地調査を行い、適当と認めたときは助成金の交付

を決定するものとする。

２ 管理者は、前項の規定により助成金の交付について決定したと



きは、申請者に対し向日市雨水貯留施設設置助成金交付決定通知

書（様式第２号）又は向日市雨水貯留施設設置助成金不交付決定

通知書（様式第３号）により通知するものとする。

（設置及び設置完了届）

第７条 申請者は、前条の交付決定通知書に記載された交付決定の

日から６０日以内に雨水貯留施設を設置し、向日市雨水貯留施設

設置完了届（様式第４号）に次に掲げる書類を添えて、管理者に

提出しなければならない。

(1) 設置した雨水貯留施設の領収書の写し

(2) 雨水貯留施設の設置状況がわかる写真

(3) 前２号に掲げるもののほか、管理者が必要と認める書類

２ 前項の完了届が交付決定の日から６０日以内に提出されなかっ

たときは、申請が取り下げられたものとみなす。

（設置確認及び確定通知）

第８条 管理者は、前条の完了届の提出があつたときは、提出の日

から３０日以内に設置状況の確認及び適否の審査を行い、交付決

定の内容に適合すると認めたときは、助成金の額を確定し、申請

者に対し向日市雨水貯留施設設置助成金額確定通知書（様式第５

号）により通知するものとする。

２ 申請者は、前項の設置状況の確認が適正に行われるよう協力し

なければならない。

（交付請求）

第９条 前条第１項の通知を受けた者（以下「助成決定者」という。）

は、同項の通知書に記載された助成金額確定の日から３０日以内

に、向日市雨水貯留施設設置助成金交付請求書兼振込依頼書（様

式第６号）により管理者に請求しなければならない。

（助成金の交付）

第１０条 管理者は、前条の請求を受けたときは、助成決定者に対

し速やかに助成金を交付するものとする。

（雨水貯留施設の管理及び処分の制限）

第１１条 助成決定者は、雨水貯留施設の機能を良好に保つための

管理を行い、雨水の流出抑制及び有効利用に努めなければならな



い。

２ 助成決定者は、雨水貯留施設に土砂、ごみ等が堆積することを

防止するため、定期的な点検及び清掃を行わなければならない。

３ 助成決定者は、助成金交付の日から７年を経過する日まで、市

の承認を受けずに雨水貯留槽を助成金の交付の目的に反して使用

し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供してはならない。

（その他）

第１２条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附 則

（施行期日）

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この要綱の施行の日前に廃止前の向日市雨水貯留施設設置助成

金交付要綱（平成２８年告示第３９号）の規定によりなされた助

成金交付については、なお従前の例による。



様式第１号（第５条関係） 

    年  月  日  
（宛先） 

向日市長  
                  （申請者） 
                    住所 
                    氏名           印 
                    電話番号         
 

向日市雨水貯留施設設置助成金交付申請書 
 
 向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱第５条の規定により、向日市雨水貯留施

設設置助成金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。 
 なお、申請に当たり、私の市税、水道料金及び下水道使用料の納付状況について

調査されることに同意します。 
記 

設置場所 向日市     町 

建物の所有者の氏名  

雨水貯留施設のメーカー名、 
製品名及び容量 

 

設置予定日         年    月    日 

購入価格           円 

助成金交付申請額 
 

                   円 
（購入予定価格の４分の３の額（１,０００円未満切

捨て）とし、４５,０００円を限度） 

添付書類 
(1) 建物の所有者を確認できる書類 

(2) 建物の位置図 
(3) 建物の配置図に雨水貯留施設の設置予定箇所を示した図面又は写真 
(4) 対象経費の額を確認できる書類（見積書、カタログ等） 
(5) 申請者が建物の所有者でない場合は、所有者の同意書 
(6) その他管理者が必要と認める書類 
 
 
 



様式第２号（第６条関係） 

    第     号 

    年  月  日 

 様 
                                  

                 
向日市長           印 

                        
 

向日市雨水貯留施設設置助成金交付決定通知書 
 

年  月  日付けで申請のあった向日市雨水貯留施設設置助成金

については、向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱第６条の規定により、下

記のとおり交付決定します。 
 

記 
 
１ 交付金額     金          円 
２ 交付条件等 

(1) 維持管理は、申請者の責任において行うこと。 
(2) 雨水以外のもの又は正常な機能を阻害するようなものを貯留施設に流入 

させないこと。 
(3) この通知書に記載された交付決定の日から６０日以内に設置を完了し、

完了届を提出すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第３号（第６条関係） 

第     号 

    年  月  日 

    

   様 
                                  

                 
向日市長           印 

                        
 

向日市雨水貯留施設設置助成金不交付決定通知書 
 

年  月  日付けで申請のあった向日市雨水貯留施設設置助成金

については、向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱第６条の規定により、下

記のとおり交付できませんので通知します。 
 

記 
 
交付できない理由    
 
 
 
 
１ この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日か

ら起算して３か月以内に、向日市長に対して審査請求をすることができます。 
２ この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して６か月以内に、向日市を被告として（訴訟において向日市を

代表する者は向日市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができ

ます。 
なお、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求

に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起するこ

とができます。 
３ ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請求をした場合には、その

審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審

査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、

正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分（審査請求をした場合には、その

審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した後であって

も審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があ

ります。 
 



様式第４号（第７条関係） 

    年  月  日  
（宛先） 

向日市長  
                  （申請者） 
                    住所 
                    氏名           印 
                    電話番号         
 

向日市雨水貯留施設設置完了届 
 

     年  月  日付け第   号で助成金交付決定の通知を受け
た向日市雨水貯留施設の設置が完了したので、向日市雨水貯留施設設置助
成金交付要綱第７条の規定により、下記のとおり報告します。  
 
 

記  
 

設置場所 向日市     町 

建物の所有者の氏名  

交付金額 円 

完了年月日  年    月    日 

 

添付書類 

(1) 設置した雨水貯留施設の領収書の写し 
(2) 雨水貯留施設の設置状況がわかる写真 

(3) その他管理者が必要と認める書類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第５号（第８条関係） 

第     号  
    年  月  日  

      
 様 

                                    

               
向日市長           印 

                        
 

向日市雨水貯留施設設置助成金額確定通知書 
 

年  月  日付けで決定した助成金の交付について、下記のとおり助

成金額を確定したので、向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱第８条の規定によ

り通知します。 
 なお、この通知書に記載された助成金額確定の日から３０日以内に助成金交付請求

書兼振込依頼書を提出してください。 
 
 

設置場所 向日市     町 

確定後の助成金額 円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第６号(第９条関係) 

年  月  日  

（宛先） 

  向日市長  

 

 （申請者） 
                    住所 
                    氏名           印 
                    電話番号         
 
 

向日市雨水貯留施設設置助成金交付請求書兼振込依頼書 

 

     年  月  日付け第    号の確定通知に係る向日市雨水貯留

施設設置助成金について、向日市雨水貯留施設設置助成金交付要綱第９条の規

定により、下記のとおり助成金を請求します。 

 

記 
 

設 置 場 所 向日市      町 

請 求 金 額               円 

振 込 先 

金融機関名 

預金の種類     普通・当座 

口座番号 

フリガナ 

口座名義人 

添付書類 向日市雨水貯留施設設置助成金額確定通知書（写） 
 
 
 



同   意   書 

 

 

    年  月  日 
（宛先） 

向日市長  
 

（建物所有者） 
                  住所 
                  氏名            印 
                  電話番号         
 
 
 下記申請者が向日市雨水貯留施設設置助成金の交付を受けて雨水貯留施設を設置

する建物は、私が所有するものですが、申請者が善良な管理者の注意をもって管理

することを条件として、当該雨水貯留施設を設置することに同意します。 
  

記 
    

申請者（借家人）住所 
 

申請者（借家人）氏名 
 

設 置 場 所 
 

 

 

 
 
 


